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ブ ドウ酒の成分 と品質評価 との相関
)

野村 隆弘 ･橋本 佳三 ･志賀 勝徳 ･田中健太郎

cor,elationbetweenthecontentsofvariousconstituentsandthegradeinquality

assessmentofwine.

TAKAHIRONoMURA, YosHIMIHASHIMOTO, KATSUNORISHIGA,

andKENTARO TANAKA

Thecontentsofminerals(Na,冗,Ca,Mg),heavymetals(Cu,Zn,Mn,Fe),

totalnitrogen,andsixorganicacidswerecomparedamongdifferenttablewiれes

whichhadbeengradedbytastingintheWinecontest.Thecorrelationcoeffi･

Cientsbetweentheanalyticalresults(somedataweretakenfrom "Reportof

theInstituteforWineandFoodTechnology,YamanashiPrefecture''bycour･

tesyoftheinstitute) andthe gradeby sensoryevaluation inthe contests

werecomputed.

Inthedrywhitewin合s(Wo°,WND), asignificantpositive correlation

wasfoundbetweenthegradeinthecontestandthecontentofK,Zn,Mn,and

totalnitrogenaswellasthecolorofthewine(OD530,OD430).However,a

negativecorrelationwasfoundbetweenthetartaricacidcontentandthegrade

ofwine,exceptinthecaseofoldredwiれes/;thosewinescontaininghigher

levelsoftartaricacid(WOD,WND,WNS,RN)receivedhighergrades.Also

asomewhatcommonpatterninthecontentsofcitric,tartaric,malic,lactic,

andaceticacidswasfoundamongthe

清酒中の金属と清酒の晶質については岡崎ら1),斉

藤ら2)の報告がある. しかしながら, ブ ドウ酒は清

子乳 ビールなどの他の酒類と比較して金属の種類,含

量共に多くrj),金属混濁との関係については多くの報

告があるが4),ブ ドウ酒中の金属と品質評価 との相関

関係について検討した報告は少ない.そこで,山梨県

ブドウ酒鑑評会出品酒中の金属,有機酸,仝窒素その

他の成分と品質評価 との相関関係について検討し,二

三の知見を得たので報告する.

実 験 方 法

供試料 供試料は1976年 6月に開催された第6回

't山梨県ブ ドウ酒鑑評会 (以下,鑑評会と略す)出品酒

■ 』

qualitywines.

144点のほか, 有機酸に関しては1977年 6月の第7

回鑑評会出品酒82点を試料とした(Table1).なお,

白ブ ドウ酒は新 ･古の甘 ･辛別 (WNS,WND.WO

S,Wo°),赤ブ ドウ酒は新 ･古別 (RN,RO)に鑑

評会で官能審査により級別 (A,B,C)された.

官能審査 審査は評点を1 (秀),2 (倭),3

(良),4 (可), 5 (不可)と表わす 5点法により

行い,審査員21名 (第7回鑑評会は24名)の合計点で

評価された結果を引用した5)･6)

分 析 1) 金属 (ナ トリウム,那 )ウム,カルシ

ウム,マグネシウム,鍋,亜鉛,マンガン,秩)の分

析はすべて原子吸光分析 (日立 207型原子吸光分光光

度計)の直接法によった,

2) 全窒素はミクロケルダール法によった.
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Table1. Winesgradedinthe6thand7thcontests.

Wines ＼Sugar

Color storagel) content2)

No.ofwiれesgraded3)

6th(1976) 7th(1977)

A B･C A B･C

White Old

New

Red old

New

Dry
Sweet

Dry
Sweet

D

S
D

S

wo

wo
wN

wN

RO

RN

8

5

4

7

3

2

1

1

1

1

Tota1 75

2
4̀

1

6

6

1

1

1

1

1)Old:Storedformorethanoneyear.
New:Storedforlessthanoneyear,
i
.e.,
belongedtothe1975or1976vintage.

2)Dry:Under4g/LI
Sweet‥Over4g/A
3)Gradingwascarriedoutbya5pointsystemaccordingtotheover-allimpression

ofdifferentwiれesby21(6th)or24tasters(7th).

Table2.
Assayconditionsfororganicacidsby

highperformanceliquidchromatography.

Column
CoLtemp.
Packingmaterial

Eluent

Flowrate
Pressure
Detector

8mm(id)×500mm
60℃

Hitachicustomion-exchangeresin#2618
1%H3PO4/H20

1ml/min.
15kg/CⅢ2

UV(210mm),
0
.
16AUFS

3) 各有機酸は前処理として各試料を東洋ウル トラ

フィルターUH-1(分画分子量1000)で限外口過し,

得られたロ液についてTable2の測定条件により高速

液体クロマ トグラフ (635T形日立高速液体 クロマ ト

グラフ)で定量を行った.

統計処理 各々の分析値と評点 (点数が少ない方

が品質が上位)との相関係数あるいは分析値間の相関

係数はFACOM 230型電子計算機により算出した.

なお,エキス分,アルコール分,遊離亜硫酸 (SO2

･F),色調 (OD53｡,OD4｡｡)の分析値は小沢ら5)のデ

ータを引用した.

結果および考察

乗との相関関係をTable3,4,5に示した.なお,有

機酸のうちでコ-ク酸に関しては本法の測定条件では

未知物質が同じ保持時間に溶出し定量的な扱いが困難

なため省略した.

まず金属含量と審査結果との相関関係についてみる

と (Table3),有意の相関関係が見られるのは辛口の

自ブ ドウ酒に多く,WODの亜鉛,マンガン,WNDの

カリウム, マンガンがいずれも正の相関関係を示し,

これらの金属が少ない方が晶質上位 となっていた.

(第5回鑑評会出品酒についても同様の傾向が見られ

た7). また,その他の金属では鉄がWNSで負の相

関関係を,RNにおいて正の相関関係を示した.カリ

ウムに関してはが )ウムが冷却操作などにi:り酒石酸

--モノが )ウム塩 (酒石)として沈澱した結果,酒石酸

各成分と審査結果との相関関係 各成分と審査緒 が減少して酸味が和らいだものと考えられる.従って,
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Table3. Correlationcoefficientsbetweenthecontentsofmineralandheavymetal

andthegradeinqualityassessment.

Minerals Heavymetals

sign No･ Na 冗 Ca Mg Cu Zn Mn Fe

woD 32 0.039 0.105 10.0g0 0.129 0.139 0.351* 0.496**-0.276

WOS l9 0.057 0.336 -0.012 0.379 0.261 0.364 0.171 0.104

wND 26 0.200 0.449* 0.023 0.092 _0.023 0.347 0.478* 0.185

wNS 19 0.276 0.203 0.034 -0.355 -0.229 0.085 0.186 _0.501*

RO 28 -0.347 0.347 0.289 -0.336 0.265 -0.167 0.081 0.320

-RN 20 -0.151 -0.119 0.243 _0.114 _0.216 0.001 _0.387 0.453*

** SigTliLicantatl% level.

* Significantat5% level.

Table4. CorrelationcoefficlentSbetweenvariouscompomenta)andthegradein

qualityassessment.

Wiれes

Sign ･o･ ≡?tt,aigen Ext･ Alcohol SOZ･F OD530 0D430

WOD 32

WOS 19

～ WNI) 26

WNS 19

RO 28

RN 20

0.432* -0.418*

0.149 -0.086

0.436* _0.295

-0.036 _0.452*

-0.333 0.087

-0.047 0.181

-0.123 -0.212 0.642** 0.559**

0.132 0.395 0.248 -0.055

0.020 -0.286 0.728** 0.730**

0.389 0.217 0.317 0.316

0.169 0.174 -0.313 -0.358

0.309 0.307 0.071 +-0.017

** Significantatl% level.

* Signlficantat5% level.

a) Analyticaldata(excepttotalnitrogen)ofindividualwineweretakenfrom
theliterature5).

ビン詰後の酒石析出防止のためのブ ドウ酒の冷却操作

はブドウ酒の晶質にも良い結果を与えていると考えら

れる.

斉藤ら2)は清酒中の亜鉛,マンガンはアミノ酸含量

と相関関係を示し,このアミノ酸が間接的に清酒の雑

味などに影響するのではないかと推察している.辛口

白7oドゥ酒についてみると亜鉛, マンガンは全窒素含

畳と正の相関関係 (危険率 1%で有意)を示していた.

従って,この場合も,赤ブ ドウ酒に比べて味の比較的

淡白な自ブ ドウ酒においても清酒と同じように亜鉛や

マンガンの含量が多い場合,間接的に雑味を生 じ,審

査の結果が悪 く,下級 (Cクラス)に評価されたもの

と考えられるが,今後検討を要するところである,

L

金属以外の成分 (Table4)についてみると,品質評

価 と有意の相関関係が見られた成分はWODにおいて

仝窒素,エキス分,吸光度 (OD530,OD430),WND

において全窒素,吸光度 (0Ⅰ)530,OD430),WNSに

おいてエキス分であった.しかし,WOS,RO,RN

において品質評価と有意の相関関係を示した成分はな

かった｡ エキス分はWOD,WNSいずれ も負の相

関関係を示し,エキス分が多くなれば,品質評価が良

くなるという傾向が見られた｡

有機酸含量と審査結果との相関関係 (Table5)に

ついてみると,酒石酸が WOD,WNI),RNで高い負

の相関性を示している.すなわち,酒石酸の多いもの

が晶質上位 となっている.前記のように品質評価 と相
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性のあった金属のうちでカリウム含量の少ないもの

;品位が上位であったことから,品質評価に対して酒
?
i酸と*.)ウムの含量は全 く逆の相関関係を示すこと

!なる｡従って,従来のように一方的に冷却操作など

I+酒石酸とが )ウムを同時に除去するのではなく,両

iの含量をよく調査した上で,製品の段階で酒石酸を

ンく含有するが,カリウムの含量は少なくなる様な調

至が必要であると考える.リンゴ酸含量は ROにおい

･正の相関性を示しており, リンゴ酸の少ないものの

潤 が上位となっている.これは大塚ら8)も報告して

､るようにマロラクチック発酵の度合が大きく品質に

i響するためであることが再確認された.酢酸に関し

-は一般的にはその含量が少ないものの品質が上位に

･ると考えられるが,供試ブ ドウ酒のように酢酸含量

)少ない場合,Wo°,RNでは正の,WOSでは負の

i関関係を示しており,統一的な結果は得られなかっ

有機酸の含量パターン 個々の有機酸の含量とは

Jに5種類 (コ-ク酸に関しては前記のように定量的

･扱いが困難なため省略した)の有機酸の含量パター

ノについて検討した.Fig.1はブ ドウ酒の種類別に品

E上伎 (Aクラス),下位 (B･Cクラス)のものの

ちから無作為に各3点づつを選択して図示した.図

り品質上位のブ ドウ酒では似かよった含量パターン

示 した.そして,含量パターンでみると酒石酸, リ

･ゴ酸および乳酸含量はブ ドウ酒の種類別に大差があ

Lが,酢酸,クエン酸含量はほとんど差がないことが

)かった.

要 約

山梨県ブ ドウ酒鑑評会出品酒 (第6匝l:144点,第

回:82点)中の金属,全窒素,有機酸含量を測定し

.そして,分析値と審査結果との相関関係について

検討したところ,カリウム,亜鉛,マンガンおよび全

窒素含量に辛口白ブ ドウ酒で高い相関関係が認められ

た.

有機酸では酒石酸含量が負の相関関係を示し,酒石

酸含量の多いブ ドウ酒の品質評価が高いほか ､品質上

位のブ ドウ酒については有機酸の含量に統一的パター

ンのあることを兄い出した｡

終 りにのぞみ,本研究を行うにあたり,試料提供な

らびに分析結果を引用させていただいた山梨県食品工

業指導所,山梨県ワインセンターの皆様に厚 く御礼申

し上げます.FACOM230型電子計算機使用に際し,

御協力頂きました本学計算機科学科の田中正次教授な

らびに藤巻みどり (旧姓風間)様に深謝致します.

また,御校閲賜わりました本学名誉教授小原巌博士

に深謝致します.本報告はその一部を日本農芸化学会

大会 (1978.4. 名古屋)にて発表した.
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